
新庁舎建設かわら版  ～第11号～ 

設計者選定の公開プレゼン・ヒアリングを開催します 

技術提案書の展示及び市民アンケート 
期間：平成２８年１０月１７日（月曜日）～１０月３０日（日曜日） 
場所：①市役所本庁舎１階ロビー 
    （開庁日の８：３０～１７：１５） 
   ②産業文化センター１階２１プラザ 
    （期間中の９：００～２１：００） 
• アンケートは投票ではありません。 
• アンケート資格は、市民の方（１人につき１回）です。 
• 展示場所に備え付けのアンケート用紙に必要事項を記入し、アン
ケート回収箱に投函してください。 

• アンケートの結果は、審査委員会において第二次審査の参考資料と
させていただきます。 

各務原市 企画総務部 管財課 庁舎等建設係 
電話：０５８－３８３－１６１９（直通） 
市ウェブサイト：http://www.city.kakamigahara.lg.jp/ 

お問い合わせ先 
（平成２８年９月発行） 

【技術提案書のテーマ】①庁舎配置、建て替えの手法及び工程計画について、
②防災拠点の機能が果せる庁舎について、③誰もが利用しやすい庁舎について、
④市民に親しまれる庁舎について、⑤経済性に配慮した環境にやさしい庁舎に
ついて、⑥機能的・効率的な庁舎について 

 各務原市では現在、新庁舎建設の設計者の選定を行っています。 
 第一次審査を通過した代表企業応募者５者から提出された「技術提案書」（新庁
舎に対する提案やアイデアをまとめたもの）を展示し、市民アンケートを実施しま
す。また、技術提案書のプレゼンテーションと審査委員会のヒアリングを公開で実
施します。なお、審査に公正を期すため、応募者名は伏せて実施します。 

公開プレゼンテーション及びヒアリング 

日時：平成２８年１１月３日（木曜日・文化の日） 
   １３：００～１７：１５（予定）（１２：３０開場） 
会場：産業文化センターあすかホール 
    定員４３０名（先着順・参加無料） 
• 傍聴者は発言できません。 
• 会場内では係員の指示に従ってください。 
• 審査は、公開プレゼンテーション・ヒアリング後、審査委員会が行
い（非公開）、審査結果を後日、市ウェブサイト等で公表します。 

ぜひご来場ください 



日時：平成２８年１１月８日（火曜日） 
      ９：２０～１２：００（９：００開場） 
会場：産業文化センターあすかホール 
    定員４８０名（先着順・参加無料） 
内容：① 基調講演 
    「差し迫る巨大地震災害 
         ～助けられる人から助ける人へ～」 
     杉戸 真太 氏（岐阜大学理事兼清流の国ぎふ防災・減災センター長） 

   ② 東日本大震災被災地報告 
      宮城県塩竈市・福島県須賀川市 
   ③ パネルディスカッション 

 新庁舎は、法律等に基づくバリアフリー基準を遵守するほ
か、障がい者団体や福祉施設の職員との意見交換を通して、
法律等では把握できない利用者ニーズを把握し、「誰もが利
用しやすい庁舎」を実現するため、第１回目となる「新庁舎
ユニバーサルデザイン意見交換会」を開催しました。 

新庁舎ユニバーサルデザイン意見交換会を開催 

駐車場 

・通路が狭くゆとりがない 
・窓口の呼出しが音声のみで呼ば 
 れても分からない 
・総合案内のサービス向上 
・紙文書では読めない 

設備その他 

案内 

その他 

・非常口の案内が小さい 
・窓口の呼出しが音声のみで呼ばれても分からない 
・時間外入口へは階段があるため使用できない 
・会議会場がわかりにくい 

・電光掲示板を設置し、災害等に 
光や文字でも案内 
・音声ナビゲーション案内 
・大きく見やすい案内表示 
・ガイドヘルパーの設置 
・携帯式音声ガイドの貸出 
・受付にも手話ができる職員を（マー
ク等でわかる） 
・階段の段数を音声や点字で案内 

・通路を広く（特に福祉関係） 
・郵便局やコンビニ 
・キッズスペース 
・会議室に磁器ループ設置 
・防音に力を入れる 
・文書に読上げ用ＱＲコード 

エレベーター 
・音声操作や音声案内機能 
・ストレッチャーが入る十分な広さ 
・足腰が弱い方のためにもエスカ
レーター 

～市民の皆さんのご意見をお聞きしながら新庁舎建設事業を進めていきます～ 

新庁舎とまちづくり・各務原市防災フォーラム 

駐車場 

トイレ 

・駐車場が狭く屋根がない 

・入口への動線に段差があり降りる
ときに注意が必要 
・スロープがわかりにくい 
・車イス対応の数が少ない 

エレベーター 
・ボタンが小さく届かない 
・閉まるのが早い 
・延長ボタンがない 
・十分な広さがない 

案内 

トイレ 

       

・入口が狭く段差があるため車イス
で入れない 
・中の配置が分かりにくい 
・設備が古く手すりがない 
・介助犬も利用できない 

 災害に強いまちづくりを目指し、東日本大震災の被災地の市長や地震防災の専門家
を招き、今後予想される大地震に対して、市庁舎（公助）や地域の自主防災組織（共
助）が果たすべき役割について考えます。 

ぜひ 
ご来場ください 

・屋根があると雨でも安心 
・思いやり駐車場５台以上 
・階段より緩やかなスロープ 

・車イス用のトイレが必要 
・洋式の数を増やす 
・使用中ならわかりやすく 
・手すりを設置する 


